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1.
JICAボランティアの
合格と応募の現状
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まだまだ足りないJICAボランティア。

世界の途上国各国から寄せられる要請に対して、
充足していない職種、マッチする人材が見つからない要請
がまだまだあります。

要請数

1,613件
応募者数

1,799人
合格者数

629人

2017年度秋募集実績（青年海外協力隊・シニア海外ボランティア（共に日系含む））
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誰でも行けるものではないJICAボランティア。
すべての要請に応募条件があります。

応募条件は必ずしも「資格」を指すわけではありません。
働いた経験、学んだ経験、それに相応する経験。
応募条件に自分があてはまるのか？
自分の知識や経験、技術からどの要請に応募できるのか？
ぜひ一度ご相談ください。
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2.
JICAボランティア
合格体験記
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Q1. 応募までにしたこと
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Q1. 応募までにしたこと：小林さんの場合

多くの人と話をした。
（自己分析・目標/目的の整理）
考えたことを言葉に落とし込んだ。
応募用紙を様々な知り合いに
読んでもらい助言をもらった。

TOEICを受けた。
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Q1. 応募までにしたこと：杉山さんの場合

特別支援学校で勤務し、経験を
積んだ。

自分の今までの経験でJICAボランテ
ィア活動に役立つことを探し、整理
した。
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Q1. 応募までにしたこと：武智さんの場合

応募したい職種に関係する活動
やイベントに参加した。

説明会に参加し、OB/OGから
活動の話を聞いた。
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Q2. 私の自己PR
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Q2. 私の志望動機：小林さんの場合

どんなに小さなことでも、自分がやって
きたことに自信を持って丁寧にアピール
する。
自分に足りていないと思う部分は正直に。
それをどのように克服するかまで明確に
することが大切。
 JICAボランティアはゴールではなく
通過点。帰国後のビジョンまでしっかり
書いておく。
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Q2. 私の志望動機：杉山さんの場合

今の自分が一番役に立てる、一番活躍でき
る内容の職種を選ぶことがポイント。
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何かをアピールする際は、経験例(エビデン
ス)を挙げると説得力が増す。

自分が派遣された場合、どのようにボラン
ティア活動をするのか自身の考えを明確に
しておく。



Q2. 私の志望動機：武智さんの場合

選んだ職種を通して、何がしたいのかを
考える。
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選んだ要請に携わる際の自身の弱点につい
ては、その克服方法を考えておく。

帰国後の参加経験の活かし方は、次の進路
に進むために活かすだけでなく、経験を多
方面に伝え、還元するという観点も重要。



Q3. 私が思う合格のためにできること
※あくまでOB/OGの経験をもとにした個人的見解です。
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Q3. 私が思う合格のためにできること
：小林さんの場合

 どのように生きていきたいか
どのようなキャリアを積んでいきたいか。
→その中でJICAボランティアの位置は？
ということを考えておく。

 好奇心のままに、いろいろなことに挑戦
したり人と話したり、視野を広げる。

 なるべく多くのJICAボランティア経験者と
話してみる。
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Q3. 私が思う合格のためにできること
：杉山さんの場合

ボランティア・スピリットを持った
日常生活を送る。
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希望職種や要請内容に関係の深い
自分の今までの経験やできることを探す。



Q3. 私が思う合格のためにできること
：武智さんの場合

自分が応募したい職種に関係することに
ついて調べてみる。
（可能なら関係するイベントに参加）

帰国後に協力隊活動をどう活かしたいか
までのビジョンを描いておく。
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3.
応募にむけて
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応募について(ポイント)

●応募期間
2018年4月2日（月）～ 2018年5月1日(火）正午締切

●応募方法
原則ウェブ応募

●応募資格（青年海外協力隊/日系社会青年ボランティア）
生年月日が1978年5月2日～1998年10月1日までの日本国
籍を持つ方
（2018年10月1日時点で満20歳以上かつ2018年5月1日時
点で満39歳以下）
※応募時点で19歳の方は、保護者の同意があれば応募で
きます。
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応募する際の多くの悩み「職種選択」
青年海外協力隊/日系社会青年ボランティアは、
●選択できる職種は１つ ●選択できる要請は3件まで応募できます。

職種（1つ）

要
請

22

(

３
つ
ま
で)



今後、各職種別のWEB説明会も開催していきます。職種ごとの活動内容、応募の際のアドバイス等を
ご紹介します。

JICAボランティアの職種は120以上
JICAボランティアはご自分の持っている技術・経験を活かし、開発途上国
の人々のために活動をします。
JICAボランティアの活動には120以上の職種があり、以下の9つの分野に分
けられています。

計画・行政 農林水産 鉱工業

人的資源 保健・医療 社会福祉

商業・観光 公共・公益事業 エネルギー
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●仕事は９種類に大きく分類されます。
●この中にさらに職種分類が細かく存在します。約１２０種類もの職種があります。
●各要請ごとに、応募条件も異なります。非常にわかりにくい部分なので、ご来場いただいたみなさん、ぜひここは必ず一度は相談員へご相談ください。
　　WEBサイトでもご覧いただけますし、相談システムも準備しておりますが、直接ご相談のほうが分かりやすくご説明できる場所です。
　　



応募から派遣までの流れ

応募 一次選考
（書類選考） 二次選考

事前学習 派遣前訓練 派遣

技術審査
健康審査（問診票）
語学力審査

応募登録
（ウェブ応募）

人物・技術面接＊
健康審査（健康診断書）
＊シニア海外ボランティア(日系含む)は
一次選考で技術審査を行います。

語学
活動手法
健康管理・安全管理
社会的多様性理解・活用力
生活班活動
各種オリエンテーション
（青年海外協力隊(日系含む)／約70日間)
（シニア海外ボランティア(日系含む)／約35日間)

語学および講座事前学習
資格取得（対象者のみ）
技術補完研修（対象者のみ）
自己学習（対象者のみ）

派遣前訓練修了日から
約2週間後に赴任＊

＊シニア海外ボランティア
(日系含む)は約1か月半後に
赴任します。

応募～選考

合格～派遣
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4.
さいごに
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応募から合格には様々な条件のマッチングが必要です。
ですが何よりもまずは、
“世界を良くしたい” というあなたの想いを
ぜひ聞かせてください。

その想いをJICAボランティア募集事務局はサポートし、
応援します。

ご応募お待ちしています。
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応募サポートコンテンツの紹介
JICAボランティアを詳しく知っていただくためのサポートコンテ
ンツを用意しています。

OB/OGのビデオ相談

JICAボランティア経験者とビデオ相談
ができる機会を提供しています。
活動内容や現地での生活、帰国後のこ
となど、不安や疑問を直接聞いてみま
せんか？
※ JICAボランティアウェブサイトより事前予約

お気軽質問窓口

JICAボランティアウェブサイト上の
チャット形式の質問窓口です。
お気軽に質問できます。
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全国説明会キャラバン

年間を通じて50か所、100回開催
します。
直接JICAボランティア経験者の体
験談等を聞き、質問もできます。
疑問や不安等、個別の相談にもお
答えします。お近くの会場へご参
加ください。
※ JICAボランティアウェブサイトより
事前予約
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5.
質疑応答
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JICAボランティアの詳しい情報は

JICAボランティア

2018年度春募集、応募期間

4月2日(月)  ～ 5月1日(火)
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